
 

 

山口県上関町にもむつ市同様の「使用済み核燃料中間貯蔵施設」構想が浮上、８月 18 日には中国電力からの申し入れからわずか２週間程度で町長の態度表明です。 

上関町は 1982 年に原発建設構想があり、町を二分した論争があり、42 年を経た今日も実現せず、実質的に中国電力も断念した経緯があります。 

ふたたび、当時の住民を分断、動揺を持ち込もうとする事業者や自治体の姿勢は絶対に許せません。しかもその遠因には関西電力の思惑が明らかです。 

「東京新聞」ではこの問題を大々的に取り上げ、私の元へも取材がありました。これは８月 23日付の記事です。  


